
2016愛知県豊田市クラス     

 
【プログラム内容】ラグビーの基礎的なトレーニングを楽しく！   
  
【指導者】 
メインコーチ:横田 俊光（指導者資格：日本ラグビーフットボール協会育成コー
チ・元トヨタ自動車ラグビー部） 
アシスタントコーチ:廣瀬 佳司（元ラグビー日本代表・元トヨタ自動車ヴェルブ
リッツ監督） 
サポートチーム：トヨタ自動車ラグビー部 OB会  
  
【実施期間】2016年 9月 15日～12月 26日	 (全 10回)	 	 	  
  
【開催時間】16:15-18:15 
  
【開催日程】（木曜日※12月 26日のみ月曜日） 
9月 15日・29日 
10月 20日・27日 



11月 10日・17日 
12月 8日・15日・22日・26日 
  
【実施会場】豊田市立浄水中学校 
住所：愛知県豊田市大清水町大清水 12-１ 
◆アクセス方法 
・電車《名鉄豊田線「上豊田駅」より徒歩 10分》 
・バス《とよたおいでんバス藤岡・豊田線「豊田高校南」下車	 徒歩 3分程度/
とよたおいでんバスさなげ・足助線「豊田高校南」下車	 徒歩 3分程度》 
・車《県道 419号線	 大清水町大清水交差点左前。駐車場有（80台程度）》 
 
募集要項 
【対象】小学 5年生〜中学生の健康な男女。ラグビー経験の有無は問いません。 
※第一次募集期間後に定員に余裕のある場合は小学 5年生も受け入れます。 
  
【参加費】無料（別途、保険料 800円をご負担ください） 
※参加者は放課後ラグビープログラム終了後にアンケートにご協力下さい。 
※開催日 2 日前までにお申込いただけない場合、保険の適用が間に合いません
のでご注意ください。 
※所属チームの練習がある場合は、そちらの練習を優先して下さい。 
  
【定員】約 35名程度（先着順） 
※定員になり次第、募集を中止させて頂きます。 
  
【お申し込み方法】下記ボタンをクリックし、お申し込みフォームにお進み下

さい。 
・第一次募集期間：7月 10日〜7月 31日（対象：小学 6年生〜中学生） 
・第二次募集期間：8 月 1 日〜（対象：小学 5 年生〜中学生）※定員に余裕が
あるため第二次募集を受け付けております。 
  
定員に達したため、募集を締め切りました。 
愛知県豊田市クラスお申し込みページ 



【参加に必要なもの】 
・保険証（コピー可/提出不要） 
・保険料 800円（初回時） 
・運動のできる服装、練習中の飲み物、運動靴 orトレーニングシューズ orスパ
イク 
  
【注意事項】 
・原則として雨天決行。 
・荒天時・災害時等、状況に応じて中止となることがあります。 
・	中止の場合のみ、当日の 15 時までに開催情報ページにてお知らせします。
各自でご確認ください。 

 
 
 
愛知県豊田市クラスコーチ＆協力団体紹介 
  
 【指導者】 
 メインコーチ：横田 俊光 (指導者資格：日本ラグビーフットボール協会育成コ
ーチ・元トヨタ自動車ラグビー部） 
 アシスタントコーチ：廣瀬 佳司(元ラグビー日本代表・元トヨタ自動車ヴェル
ブリッツ監督） 
 サポートチーム：トヨタ自動車ラグビー部 OB会 
【横田コーチから皆さんへ】 
今年度の放課後ラグビープログラムのメインコーチを担当する、トヨタ自動車

横田です。アシスタントとして参加する、ヴェルブリッツ廣瀬前監督と共に参

加される皆さんと、楽しい時間を共有したいと考えています。気軽に参加して

みてください。 
 
 
【メインコーチ・・・横田 俊光プロフィール】 
■指導者資格 
日本ラグビーフットボール協会育成コーチ 



■競技歴 
1977年～1985年（トヨタ自動車ラグビー部） 
■指導歴 
1986年～現在（豊田ラグビースクール） 
2001年～2009年（愛知県スクール選抜コーチ） 
■地域活動 
豊田ラグビースクール副校長（事務局兼務） 
■所属 
トヨタ自動車(株)人事部 スポーツ強化・地域貢献室地域貢献グループ 
【サポートチーム】トヨタ自動車ラグビー部 OB会 
 
【協力団体】豊田市教育委員会 
 
 
 

愛知県豊田市クラスリポート  

【2016愛知県豊田市クラス】第1回レッスンリ

ポート（2016年9月15日） 

 
 
 



豊田クラスは、第１回開催日の当日まで申込みがあり、参加者がど

れくらい集まるのか不安な中、第1回がスタートしました。申込み者
総数５２名数で、この日参加者は４３名となりました。１０回のカ

リキュラムすべてに参加出来る生徒は３５名との事で、まずは一安

心しました。９５％以上がラグビー経験無しなので、しっかり理解

してもらうチャンスでもあります。第１回の開催と言う事で、豊田

市教育委員会の宮川部長をはじめ、会場を提供頂いた浄水中学校の

片桐校長先生もお越し頂き、講師側の我々が緊張してしまいました。

これから１０回、１２月２６日までこの場所で、５２名がどのよう

に変わっていくのか楽しみです。 
 
■カリキュラム前半 
４３人中４０人が開催会場の中学校から参加しており、比較的に最

初からコミュニケーションは良かった。他校からの参加者３名と女

子生徒３名が、少し遠慮気味で馴染めない様子もあったが、次第に

笑顔も出てきた。ボールの扱いを、あえて説明しなかったため、野

球投げ・バスケパスなどバラバラで、何回も落とし、ゲーム再スタ

ートもあったが、心配していた、声出しの部分は、最初にしては良

く出ていた。途中で一度ゲームを中断し、スペースの有効活用・声

掛け・ボール保持者以外の動き、この重要性を説明徐々に、意図す

るゲーム内容になっていった。 
  
■カリキュラム後半 
前半のカリキュラムで、ボールの扱いをせず、いよいよここからボ

ールの正しい持ち方・投げ方・キャッチの方法を徐々に取り入れる

（写真①を参照）。最初は一つの円になり、右回り・左回りと数回

練習、スクール生を間に入れ、左右の生徒にアドバイスを手伝って

もらい実施（写真②を参照）。その次に止まった状態でのパス練習

から、次に歩きながらパスを実施。ボール先頭を強調するも、戸惑

いがあったが、徐々に出来スピードを上げ、形になってきた。（５

人/組・１５分程度継続） 
  



その後、横田・廣瀬が対面に立ち、多少の邪魔を入れる（写真③を

参照）。スムーズにパスが出来始めたが、ディフェンスが立つこと

で、スローフォワード・ノックオンの連発。数回繰り返すうち、理

解し始めた生徒は、ディフェンスを避け、前に出た後にパスをする

など、楽しんで取り組めた。※  ボール保持側はアタック、邪魔する
側はディフェンスというラグビーのゲーム形式を少しづつ取り入れ

る。 
  
本日の最後にゲーム形式を取り入れた。１０ｍ×１０ｍのエリアで、

５人アタック・２人ディフェンスでトライするまで継続する（写真

④を参照）。パス優先との思い込みから、人数有利ではあるが、ほ

とんどトライまで持ち込めない状況。※ボール保持者は前に出る原

則を再度説明。終盤にはパスダミーやステップでディフェンスをか

わす生徒も数人見受けられ、ゲームを楽しんだ。※運動能力・理解

力に差もあり、次回組合せを調整しながら皆がラグビーを楽しめる

よう進めて行く。         
【所感・・・メインコーチ横田】 
ラグビー普及のために、このような機会を与えて頂き、感謝してお

ります。参加者の９割以上が未経験の豊田クラスではあるが、ラグ

ビー競技の面白さを体験して来るべき２０１９年のワールドカップ

をより身近に感じて頂きたい。楽しむ要素を取り入れながら、競技

スポーツとしてのラグビーも伝えて行きたい。 パス・ランニングと
いった基本的部分を向上させながら、ラグビーの原則を取り入れて

行く。一緒に楽しんで行きましょう。 
  
【所感・・・サポートコーチ廣瀬】 
ラグビー未経験者がほとんどであり、ラグビーボールを使って楽し

く体を動かすことを主眼に置いた第1回目となった。場所を提供頂い
た中学校の生徒がほとんどで仲間どおしで楽しんで取り組んでくれ

たと思う。競争したりディフェンスをつけたゲームが特に楽しそう

なので、それらの要素をうまく取り入れていきたい。 
  



【第１回練習内容】 
 カリキュラム（前半） 
１,ストレッチ	  
２,アイスブレイク 
（レクゲーム） 
３,ボールタッチゲーム 
（１５×３→１８×５）	  
 
４,エリア内パスカウントゲーム 
（１５×３→１８×５） 
※３・４の約束事：ボールを持っていない生徒は止らない。 
※数のカウントは大きな声を出す。 
※初めてラグビーボールに触れるが、自由に扱わせる。 
カリキュラム（後半） 
５，ボールの扱い基礎練習	  
６，ウォーク＆ランニングパス	  
７，ウォーク＆ランニングパス（ライトディフェンス付）	  
８，ミニゲーム（アタック５人×ディフェンス２人） 
  
メインコーチ	 横田	俊光 
サポートコーチ	 廣瀬	佳司 

【2016愛知県豊田市クラス】第2回レッスンリ

ポート（2016年9月29日） 

9月 29日 

 
 
悪天候により本日の練習を中止としました。この回の振替について

は試合観戦等を検討しております。詳細はグランドでお伝えします。 



【2016愛知県豊田市クラス】第3回レッスンリ

ポート（2016年10月20日） 

10月 20日 

 
前回第2回目の練習が、悪天候のため中止になり、約1か月も空いて
しまいました。今回の参加者は26名と少なく、どれだけ前回の内容
を覚えているか不安の中、スタート。 
  
■ボールタッチ（アップ）＆エリア内パスカウント（アップ） 
全体の9割以上が、まったくラグビー経験なしのため、アップ時点か
らパステクニックやスペースを見つけるといった基本的（初歩）な

メニューの振り返りから開始した。 
  
■ランスキル＆パスターン（グリッド）＆ランスキル＆キックター

ン（グリッド） 
今回から取り入れた、グリッドを用いたランスキルでは、4人/チーム
で実施チーム単位で一斉スタートは、競争心理を仰ぎ、大きな声で

仲間を呼んだり 



大変盛り上がる練習となった。今回、キックを初めて取り入れたが、

サッカー部所属の生徒は、ボールは違えどキックコントロールは、

難なくこなしていた。 
  
■ボール奪取＆パススキル（グリッド） 
これもグリッドを使い、4人/チームX4チームX2グリッド（サポート
コーチも参加）、ボール奪取といった、ラグビーの大原則を意識さ

せる、ゲーム形式のカリキュラムを実施。他チームの動きやスペー

スなど判断しながら、ボールを奪取しなければならず、視野を広げ、

瞬時に判断し動かないど負けてしまうため、仲間とのコミュニケー

ションが良いチームが上手くボール奪取に成功していた。 
  
■ミニゲーム（アタック4人×ディフェンス4人） 
４X４ゲーム（10mX25m）。ディフェンス側をグリッド内５ｍ間隔
の縦に並べ、横方向のみ動けるよう制限しアタック側はパス＆ラン

のみで、トライを取りに行くゲームを実施。最初たった一人のディ

フェンスだが、ボール保持者は戸惑い止まってしまいうまくトライ

まで行き着かない状況。サポートメンバーによる手本を幾度か見せ、

徐々にパス＆ランが繋がるようになった。4対1の場面の連続だが、
走りながらパスを繋ぐといった継続したプレーが生徒にとって、 
難しく、また抜けた時の感覚がわかってくると、パスダミーなどア

レンジする場面も出てきていた。 
  
【所感・・メインコーチ横田】 
前回との間隔が１ヶ月と開きすぎていたのに、レベルアップを急ぎ

すぎた感があった。ひとつひとつのテクニックを、もう少し時間を

取り、習得していかなければいけない。ただ、参加者はそれでも楽

しそうにプレーしているので、決して強制ではなく、上達の過程で

必要プレーを理解してもらえるよう、取り組んで行く。 
  
 



※会場に照明が無く、今回豊田市様から、灯光器をお試しで導入し

ていただいたが、これから先、日没が早まるのため、次週からの対

策を行政・学校を含め対応していく。 
 
【第３回練習内容】 
１,ストレッチ	  
２,ボールタッチ（アップ） 
３,エリア内パスカウント（アップ） 
４,ランスキル＆パスターン（グリッド） 
５,ランスキル＆キックターン（グリッド） 
６,ボール奪取＆パススキル（グリッド） 
７,ミニゲーム（アタック4人×ディフェンス4人） 
８,クールダウン 
  
メインコーチ	 	 横田 俊光 
支援コーチ	 	 	 森脇	 浩二	 トヨタ自動車ラグビー部OB 
支援メンバー	 	 トヨタ学園ラグビー部OB	 5名 
特別コーチ	 	 	 難波	 英樹（ヴェルブリッツコーチ）	

 

【2016愛知県豊田市クラス】第4回レッスンリ

ポート（2016年10月27日） 

 



開催会場の中学校が体育祭の準備中という事もあり、参加者の生徒

も開始時間に集合できず数名が遅れてくる状況です。しかし、今回

は３２名が参加してくれて実施しました。 
  
■ボールタッチ（アップ）＆エリア内パスカウント（アップ） 
前回に比べ、要領がわかってきたのか、声かけ・スペースの有効活

用などだいぶ上手くなってきている。 
  
■ラインアップスキル（５人/チーム） 
ラグビー特有のステップ・リターンやクイックスローのタイミング

などを盛り込み、リレー形式でカリキュラムを実施。競争心が旺盛

で、大変盛り上がる練習となった。 
  
■パススキルアップ（スタンディングポジション～ラン・・５人/チ
ーム）※継続を重点 
前回ゲーム形式でパスがなかなか繋がらなく、消化不良的な内容で

終わってしまったため、今回、パススキル向上に時間を多く費やし

た。スタンディングパス（円形）で、キャッチ（ハンドファースト）・

フォロースルー等の初歩的な練習から、ワンキャッチ・クイックパ

スなどを実施。その後、ウォーク～ジョグ～ランと徐々にスピード

アップし、パスとランがスムーズに継続できるよう練習。※前に進

みながら、後ろにパスするというラグビー特有のスタイルに、まだ

まだ戸惑い感あり。 
  
■ミニゲーム（アタック５人×ディフェンス１人） 
５×１ゲーム。ディフェンスはコーチ陣が担当し、パスタイミング

やランコースをその場で声掛け。カリキュラム５・６に時間をかけ

た成果もあり、前回より格段にラグビーらしくなってきた。繰り返

し・繰り返しゲームをする事で、徐々にではあるがディフェンスを

ひきつけ味方へのパス出しもグッドタイミングでできる生徒も、増

えてきた。 
  



【所感・・・メインコーチ横田】 
前回から1週間と比較的、練習内容を覚えている生徒が多く、進行も
スムーズに進めることが出来た。ランやパスといった基本テクニッ

クに、長めの時間を取ろようにしたためか、ミスも大分減ってきた。

練習中の参加者同士のコミュニケーションも、お互い注意し合うな

ど、向上心もすこしづつ表れてる。次回から、最もラグビーの特色

といっても良い、ボール奪取のパートに入っていく。	

【第４回練習内容】 
１,ストレッチ	  
２,ボールタッチ（アップ） 
３,エリア内パスカウント（アップ） 
４,ランスキルアップ 
５,パススキルアップ（スタンディングポジション～ラン） 
６,ミニゲーム（アタック５人×ディフェンス１人） 
７,クールダウン・グラウンド整備 
  
メインコーチ	 	 横田 俊光 
サポートコーチ	 廣瀬	 佳司 
支援コーチ	 	 	 森脇	 浩二	 トヨタ自動車ラグビー部OB 
  

【2016愛知県豊田市クラス】第5回レッスンリ

ポート（2016年11月10日） 

 



 
４回目のレッスンになるが、未経験者への対応としては、基本テク

ニック（パス・ラン）を毎回繰り返すより、いかに楽しむかを重視

すべきと考える。ある程度の基本テクニックが身についたら、ラグ

ビー競技要素である、ボールの奪取・前進・継続サポート・得点な

どを意識した内容にしていく。 
  
■ウォーキングパス～ランニングパス(継続・前進） 
前進しながら後ろにパスを繋いでいくという、基本をもう一度徹底

するため、ボール保持者は持ったまま数歩前に出る事を約束事とし

た。パスを受けるプレーヤーは、自分より前に出てから声掛けして

から受けるを徹底。※徐々にスピードアップし、トップスピードで

も出来るよう反復 
  
■１対１アタックディフェンスボール(奪取・得点） 
正方形エリア（５ｍX５ｍ）の対角で、1対1のトライゲームを実施。
タックルの代わりにタグ奪取・ボール保持者は左右のトライゾーン

に走りこむ練習。指導者がディフェンスを担当し、敵との間合いや

有効なステップを教示。得点への意欲が楽しさにつながる。 
  
■タグゲーム＆スキルアップトレーニング（すべての要素） 
カリキュラム２のランニングパススピードや、３の1対1でのトライ
ゲームの様子からタグゲームであれば、ラグビーを楽しむ事に繋が

るため実施ししてみた。前回までの、ミニゲーム（タッチ方式）と

違い、チーム内で作戦を立てたり、スピード感があり、みな楽しん

でいる様子。ただし、途中途中ゲームを止め、正しいルール説明や、

より高度なゲームにするための工夫点をアドバイスしながら、ラグ

ビー競技に関心を持てるよう進めた。エリアを広げ、空きスペース

を見つけたり、サポートプレーが出来るよう、更にレベルアップし

ていけるよう、工夫してく。 
   
【所感・・・メインコーチ横田】 



ラグビー要素のボールの奪取をタグに置き換えることで、安全にラ

グビー要素を教える事が出来る。限られた回数の中で、未経験者に

ラグビー競技の面白さや楽しさを感じてもらうためタグ要素を取り

入れた中で、レベルの高いスキルなども習得できるよう、工夫して

いく。" 
 
【第５回練習内容】 
１,ストレッチ	  
２,ウォーキングパス～ランニングパス 
３,1対1アタックディフェンス 
４,タグゲーム＆スキルアップトレーニング 
５,クールダウン・グラウンド整備 
  
メインコーチ	 	 横田 俊光 
サポートコーチ	 廣瀬	 佳司 
支援コーチ	 	 	 森脇	 浩二	 トヨタ自動車ラグビー部OB 
 

【2016愛知県豊田市クラス】第6回レッスンリ

ポート（2016年11月17日） 

 
 



５回目のレッスンから取り入れた、タグを用いて基本テクニックを

身に付ける。基本テクニックのレベル状況により、ラグビー競技要

素である、ボールの奪取・前進・継続サポート・得点などを意識し

た内容を実施した。 
	

■ランニングパス（継続・前進・サポート） 
・前回は徒歩からのスタートであったが、今回はジョグからでも、

意識してパス出来るようレベルが上がってきた。 
・トップスピードでもある程度、ノーミスでパスが繋がっているの

が見受けられて来た。 
・少し背伸びをして、ループパスを取り入れたが、途端にランニン

グスピードが落ち、パスも繋がらなくなってしまった。（パス後の

サポートも同時に指導） 
  
■１対１アタックディフェンス（ボール奪取・得点）※前回同様に

実施 
・正方形エリア（５ｍX５ｍ）の対角で、１対１トライゲームを実施。
タックルの代わりにタグ奪取・ボール保持者は左右のトライゾーン

に走りこむ練習。前回より、よりスピード感がアップしているのと、

ステップの間合いや、ディフェンスの動きを見て、スペースに走り

こめる生徒も徐々に増えている。 
  
■タグゲーム＆スキルアップトレーニング（すべての要素） 
・スピード感が相当上がっており、同チーム内でのレベル差が発生

し、パスタイミングについて行けず、止まって味方を待つといった

継続性を阻害してしまうプレーが出始めた。回を追う毎にフィット

ネスやテクニック差が出て来ているので、チーム編成等を考慮し進

めていく。途中途中ゲームを止め、正しいルール説明や、より高度

なゲームにするための工夫点をアドバイス実施。ルールの正しい理

解が出来ていないので、次回は映像を取り入れての講義的なカリキ

ュラムを検討。 
 



 
【所感・・・メインコーチ横田】 
前回より、タグを取り入れラグビー競技の楽しさを伝える方向に切

り替えた。タグ要素を取り入れた中でも、十分レベルの高いスキル

なども習得出来る事を確認出来ている。中学生がトップスピードに

なったと時のタグ取りは、手指等へ怪我のリスクも十分注意しなが

ら進めていく。添付写真のように、相当暗く灯光器での活動には限

界があるため、次回（１２月）より体育館を利用して、引き続き実

施していく。次回開催予定日は１２月８日（木）、１６：１５～１

８：１５、浄水中学校体育館。 
  
【第６回練習内容】 
１,ストレッチ	  
２,ランニングパス（ジョグからトップスピード） 
３,１対１アタックディフェンス 
４,タグゲーム＆スキルアップトレーニング 
５,クールダウン・グラウンド整備 
  
メインコーチ	 	 横田 俊光 
サポートコーチ	 廣瀬	 佳司 
支援コーチ	 	 	 森脇	 浩二	 トヨタ自動車ラグビー部OB 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



【2016愛知県豊田市クラス】第7回レッスンリ

ポート（2016年12月8日） 

12月 08日 

 
５回目のレッスンからタグを用いて基本テクニックを身に付けさせ

ている。基本テクニックのレベル状況により、ラグビー競技要素で

ある、ボールの奪取・前進・継続サポート・得点などを意識した内

容を実施した。考え方は前回レポート内容を同じ。なお、12月から

は、外での暗く寒い環境から、体育館内に会場を移し活動を実施す

る。 
 
  
■１対１タグ奪取（ボールの奪取） 
１）２列横に背中合わせに並び、あるキーワドのコールと同時に、

逃げる・タグ奪取する。２）コールを聞いた瞬間に役割を認識し、

行動を起こすと言った、単純だが集中力＆判断力を要する。 
  
■１対１アタックディフェンス（ボール奪取・得点）※前回同様に

実施 



・正方形エリア（５ｍX５ｍ）の対角で、１対１のトライゲームを実
施。タックルの代わりにタグ奪取・ボール保持者は左右のトライゾ

ーンに走りこむ練習。※同じカリキュラムをこなす事で、ステップ

の踏み方を変えてみたり、自らの工夫が多くの生徒に表れている。 
	  
■タグスキルアップトレーニング（すべての要素） 
・４（アタック）対３（ディフェンス）に分かれ、時間内にどれだ

けトライが取れるかを競う。ディフェンスは、横のライン上のみし

か動いけない（制約条件あり）1人余る状況でいかに味方をフリーに
できるかを、廣瀬コーチより、数種類の方法を伝授し即実践。※要

所要所でプレーを止め、時間をかけ人数を余らせる理屈を説明した。

ステップで走り込むコース・パスタイミング・パスコース等々の方

法や、サポートコースも併せしっかり説明。 
  
■総当たりゲーム（すべての要素） 
１）７人/ームで、バスケットコートよりやや大きめのコートで、ゲ

ームを実施。タグスキルアップトレーニングで実施した、良い走り

込みやパスコースなど、要所で見受けられ、ランニングスピードも

当初に比べ、相当上がってきており、ナイストライに繋がる好プレ

ーが表れてきた。 
  
【所感・・・メインコーチ横田】 
どうすればトライに繋がるか、生徒たち自身やチーム内でコミュニ

ケーションが出来つつある。パス・ランニングと言った、基本テク

ニックを生かすタイミングも向上しつつあり、ゲーム内容も要所で

スピード感が出て来ている。残り３回になったが、ラグビー（タグ）

を楽しめる領域まで持って行く。 次回開催予定日１２月１５日（木）
/１６：１５～１８：１５/浄水中学校/体育館。 
  
 
 【第７回練習内容】 
１,ストレッチ	   



２,１対１タグ奪取 
３,１対１アタックディフェンス 
４,タグスキルアップトレーニング 
５,総当たりゲーム 
６,クールダウン 
  
 メインコーチ	 	 横田 俊光 
サポートコーチ	 廣瀬	 佳司  
 

【2016愛知県豊田市クラス】第8回レッスンリ

ポート（2016年12月15日） 

 
今日は学期末の個別懇談などにより、出席者が少なかった。 
  
■１対１タグ奪取（ボールの奪取・攻撃） 
遊び要素の中にも、瞬時に判断＆行動が含まれている事を事前に説

明した。2列横に背中合わせに並び、あるキーワドのコールと同時に、
逃げる・タグ奪取する。前回はざわつき感があったが、集中してコ

ールを聞く姿勢が見られた。 
  
■１対１アタックディフェンス（ボール奪取・得点） 



正方形エリア（５ｍX５ｍ）の対角で、1対1のトライゲームを実施。
タックルの代わりにタグ奪取・ボール保持者は左右のトライゾーン

に走りこむ練習 
一回りした時点で一旦止め、ステップのタイミング（間合い）やラ

ンニングコースを再度ティーチした結果、トライできる場面が増え

て行った。 
	  
■タグスキルアップトレーニング（すべての要素） 
5（アタック）対4（ディフェンス）に分かれ、時間内にどれだけト
ライが取れるかを競う。ディフェンスは、横のライン上のみしか動

いけない（制約条件あり）。先週に引き続き実施、コーチ陣が数種

類のプレーを見せ、要点を解説。ボール保持者が前進する事が大前

提で、他メンバーのポジショニングと、声でのコミュニケーション

が重要で、数回実施するうちにダミーパスでステップを踏んだり、

飛ばしパスなど自らの工夫が見受けられて来た。 
  
■総当たりゲーム（すべての要素） 
4人～5人/チームで、バスケットコートの広さで、タグゲームを実施
（4チーム総当たり）。先週より今週と徐々にっスピード感が上がり、
得点するという競争本能が芽生え、自分がダミーで走り込み味方を

フリーにしてからパスしたりと、レベルアップが感じられる。人数

が少ないためか、一人あたりの運動力が増え、相当の疲労感があっ

た。 
  
【所感・・・メインコーチ横田】 
新し事を教える度にちゃんと吸収し、驚くようなプレー（ステップ・

パス）を見せる生徒も居て楽しみな反面、残り2回でこのプログラム
が終了してしまう事が残念。豊田クラスは未経験者が9割以上を占め
るという状況だったので、今後ラグビーに触れ合う機会を継続でき

るよう色々な場面で働きかけていきたい。 
予定日１２月２２日（木）/１６：１５～１８：１５/浄水中学校/体

育館。  



 【第８回練習内容】 
１,ストレッチ	  
２,1対1タグ奪取 
３,1対1アタックディフェンス 
４,タグスキルアップトレーニング 
５,総当たりゲーム 
６,クールダウン 
  
メインコーチ	 	 横田	 俊光 
サポートコーチ	 廣瀬	 佳司 
 
支援コーチ	 	 	 森脇	 浩二 
  

【2016愛知県豊田市クラス】第２回の振替練習

（2016年12月17日） 

 
前回第2回目の練習が、悪天候で中止になったため下記の試合観戦と
しました。 
ジャパンラグビートップリーグ第12節トヨタウェルブリッツvsサン

トリーサンゴリアス/12月17日（土）豊田スタジアム	  
メインコーチ	 	 横田 俊光	
 



【2016愛知県豊田市クラス】第9回レッスンリ

ポート（2016年12月22日） 

 
 
■ウォームアップゲーム（声だし・全員の連携） 
ボール1個をバスケットコート1周手渡しで何秒でゴールできるかと
いうゲーム。ルール１はボール保持者は動けない（手が届く範囲に

手渡し人がいる事）。ルール２はボール保持者以外はバスケットコ

ート外周の線上のみ移動可能。いかにボールを持っていないメンバ

ーが手で渡せる範囲内に早く移動できるかがキーポイント。（全員

の協力が無いと30秒を切ることはできない設定→23秒達成） 
  
■４対４アタックディフェンス（前進・得点・サポート） 
バスケットコート1面を利用し、横に4人アタック・縦5m毎1人づつ4
人ディフェンスを配置。ルールはアタック側はタッチされたらスタ

ート地点に戻る/ディフェンスは横ライン上のみ動ける。パスのタイ
ミング（間合い）やランは止まらない（前進）を約束事に実施。4対
1の場面になるため、ボール保持者がディフェンスをいかにひきつけ
るかでスペースを生む。 
	  
■ゲーム（すべての要素） 



4人～5人/チームで、バスケットコートの広さで、タグゲームを実施
（3チーム総当たり）。アタック面では、カリキュラム３でスペース
の作り方や、前進やサポートを理解してくれたのか、相手をしっか

り引きつけ味方にパスするなど、個人の走力勝負からチームで得点

するように変化。ディフェンス面は、アタックを待ったり、ひとり

が飛び出したりと、バラバラだったのが一列に揃えチームとしての

ディフェンスも、要所で出来るようになっている。チーム内で、事

前にサインプレーを確認したり、コミュニケーションも見受けられ

るようになった。 
  
【所感・・・メインコーチ横田】 
9月よりスタートした放課後ラグビーも、いよいよ次週は最終となっ
た。どれだけラグビーを楽しめたか解らないが、回を重ねるたびに

パスの精度やスピード感がアップし未経験者がラグビー競技に触れ

る機会が持てたことは、大変有意義だった。最終回は、我々指導し

てきた側も、生徒も楽しんで終われるようメニューをアレンジして

臨む。次回開催予定日/12月26日（月）16:15～18:15/浄水中学校体
育館	  
 【第９回練習内容】 
１,ストレッチ	  
２,ウォームアップゲーム 
３,４対４アタックディフェンス 
４,ゲーム 
５,クールダウン＆振り返り  
  
メインコーチ	 	 横田	 俊光 
サポートコーチ	 廣瀬	 佳司 
 
支援コーチ	 	 	 森脇	 浩二	

 



【2016愛知県豊田市クラス】第10回レッスンリ

ポート（2016年12月26日） 

 
 

■ウォームアップゲーム（声だし・全員の連携） 
先週同様だが、人数極小のためハード。ボール1個をバスケットコー
ト1周手渡しで、何秒でゴールできるか。ルール1はボール保持者は
動けない（手が届く範囲に手渡す人がいる事）。ルール2はボール保
持者以外は、バスケットコート外周の線上のみ移動可能。いかにボ

ールを持っていないメンバーが、手渡せる範囲内に早く移動できる

かがキーポイント。（1/3の人数のため当初1分35秒→3回目32秒） 
  
■コンバージョンキックコンテスト（得点） 
体育館内30m程度の距離から、目標を定め正確なキック（蹴り方）
を廣瀬コーチよりアドバイス。9名中1名のみ成功し、ラグビーボー
ルをコントロールするむずかしさを実感していた。※足をボールの

どこに当てるとコントロール出来て遠くに飛ぶかポイントを指導。 
	  
■コンタクトバッグへのヒット（前進） 
コンタクトバックを使用して、タックルやヒット時のボールコント

ロールを体験。基本姿勢の重要性をアドバイス（背中や腰を曲げた



時と真っすぐ伸ばした時とのヒット衝撃の違い）。足の踏み込み位

置も前進方向に出すと、より効果的に力が伝わる。 
  
■フリーゲーム（全て） 
体育館全面（バスケットコート2面分）使用し、６：６のゲーム実施。
ルールはボールを落とさない、ディフェンス側にタッチされない（他

は何でもあり）。 
攻撃権はレフリーの支持した側。※少人数のため、広いスペースを

有効に使ってのアタックができる反面、1人1人のランニングパフォ
ーマンスとロングパスの精度・キャッチスキルが重要なポイントと

なった。メンバー間が声でのコミュニケーションは今までになく大

きく積極的に出せていた。 
  
【所感・・・メインコーチ横田】 
10回放課後ラグビーを実施してきたが、最初の頃とは違いボールの
扱いやランニングスピード、スペースへの走り込みなどレベルアッ

プを図ることが、ある程度できたように思う。ただ、今回の参加者

の大多数がラグビー経験無しのため、折角ラグビーに触れ合ったに

も関わらず、継続する機会がなくなってしまうのは大変残念。2019
年までどこかのラグビー現場にいるはずなので、お互い声掛け会う

約束をし終了した。 
 
 
 
 【第１０回練習内容】 
１,ストレッチ	  
２,ウォームアップゲーム 
３,コンバージョンキックコンテスト 
４,コンタクトバッグへのヒット 
５,フリーゲーム 
６,クールダウン＆振り返り 
  



メインコーチ	 	 横田	 俊光 
サポートコーチ	 廣瀬	 佳司 
 
支援コーチ	 	 	 森脇	 浩二 


